
経営者インタビュー

株式会社ミヤベ 代表取締役社長　宮部 智之 氏

代表取締役副社長　宮部 範久 氏

地域の安全と安心な暮らしを守る
生産性向上と社員の働きやすさを追求

今回の「経営者インタビュー」でご紹介するのは、㈱ミヤベ（岩国市）の宮部智之代表取締役社長と宮部範久代表
取締役副社長です。インタビューでは、「地域を守る」という同社の使命感や、社員が働きやすい環境づくりなどに
ついてお聞きしました（聞き手：㈱山口銀行 村上慎執行役員岩国支店長）。
宮部社長、宮部副社長、村上支店長は、岩国高校サッカー部 OB という共通点をお持ちです。
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●経営陣の若返りを図り、新体制がスタート
㈱山口銀行 村上慎執行役員岩国支店長（以下

「村上」）：2019 年に宮部智之代表取締役社長、
宮部範久代表取締役副社長の新たな経営体制が
スタートしましたが、その狙い等についてお聞
かせください。
㈱ミヤベ 宮部智之代表取締役社長（以下「宮
部社長」）：当社は、1952（昭和 27）年に祖父
が創業し、昨年 70 周年を迎えました。先代も
父と叔父が兄弟で社長と副社長を務めていま
したが、先々代が急逝し 30 代半ばで経営を引
き継いだ際に苦労したことから、２人とも元気

なうちに次の世代に経営を引き継ごうというこ
とで、2019 年に専務だった私が 43 歳で社長に、
常務だった弟の範久が 41 歳で副社長に就任し
ました。先代の社長が相談役、副社長が会長と
してフォローができる体制でスタートしたため、
社員にも安心感があり、スムーズに新体制に移
行できたと思います。

●「人命尊重」を社是として、「地域を守る」
という経営理念を貫く

村上：御社の経営理念等についてお聞かせくだ
さい。
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●「地域を守る」への共感が採用に好影響
㈱ミヤベ 宮部範久代表取締役副社長（以下「宮
部副社長」）：当社の社員は、災害復旧工事や凍
結防止剤の散布作業などに社会的意義を感じ、
やりがいと誇りを持っており、率先して活動し
てくれています。税金が使われる公共工事です
ので、かつてはアピールするのを控えていまし
たが、社員のモチベーションを考え、最近はホ
ームページやユーチューブ、インスタグラムな
どで土木工事の社会的意義や面白さ等を発信し
始めました。東日本大震災以降、ボランティア
活動等の社会貢献に興味を持つ若者が増えてお
り、「地域を守る」という当社の理念に共感し
てくれる学生が増えています。災害復旧などは
危険ですし厳しい仕事ですが、「地域を守る」
という社会的意義を発信したうえで、来てくれ

宮部社長：当社の社是は「人命尊重」です。終
戦直後の 1945 年 9 月の枕崎台風で、当地でも
多くの方が亡くなり、祖父の家族も亡くなった
ことが背景にあります。地域建設業として、地
域の方々の命を守ることも含めて、「地域を守
る」ことが当社の使命だと考えています。
　近年、災害が激甚化・頻発化しており、この
20 年間でニュースに取り上げられるような激
甚災害が５年に１回程度は発生しています。災
害発生時には、当社が土砂を撤去するなどして、
消防署や自衛隊などの車両が通行できるように
インフラを仮復旧します。その後に、本復旧の
作業が実施されることになります。このような

災害時の復旧に携わっていることは、当社の地
域における存在意義だと考えています。地元
を守る仕事に 50 年間関わり続けていますので、
その仕事に誇りを持つと同時に、地域に感謝し
ながら業務に取り組んでいます。
村上：災害時以外にも、日頃から道路を守られ
ていますよね。
宮部社長：その通りです。災害時だけでなく、
24 時間体制での国道・県道のパトロールを請
け負っており、何か問題があれば迅速に対応し
ています。
村上：御社のおかげで、地元の方が安心・安全
に暮らせていますね。

2014年岩国地区豪雨災害の応急対応 凍結防止剤散布の様子

現場で活躍する若手社員（測量の様子）

る人を採用しています。その結果、安定的に採
用できるようになり、今年は新卒者が５人採用
できました。離職率も低下しています。
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村上：仕事の背景にある社会的意義をきちんと
伝えると、若い世代に響くということですね。
宮部副社長：そう思います。災害時などで地域
に根ざして貢献する仕事は、大手建設会社はあ
まりやりません。大手でトンネルやダムなど大
きなインフラを作ることもやりがいのある仕事
だと思いますが、転勤が多いため、地元意識は
根付きにくいと思います。中小企業だからこそ、
地元に根を張って人生を設計できる良さがあり
ます。自分が生まれ育った地元を守るのは、や
りがいがあり誇りを持てる仕事だという点に、
当社の若手社員が共感してくれています。

現場で活躍する若手社員（道路の仮舗装の様子）

国道188号岩国駅前交差点舗装外工事

一般県道銭壺山公園線整備工事

●６年連続で「工事成績優秀企業」に認定
村上：国土交通省の「工事成績優秀企業」に認
定されていらっしゃいますね。
宮部社長：当社は、国土交通省の「工事成績優
秀企業」（ゴールドカード）に６年連続で認定
されています。認定されるのはなかなか難しく、
６年連続はかなり少ないと思います。認定にお
いては、地域と連携しながらいかに良いものを
作るかも重要です。高度技術や地域貢献など
様々な要素で評価されており、この認定は励み
になっています。

（編集部注：2022 年度の認定企業は県内では９社で、総合
工事業の事業所数 220 社のわずか４％。６年連続は同社を
含め２社のみ。）
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●生産性向上に取り組み、新３Ｋ（給与、
休暇、希望）を掲げる

村上：生産性向上にも積極的に取り組ん
でいらっしゃいますね。
宮部副社長：最近は働き方改革が叫ばれ
ていますが、当社は以前から生産性向上
に取り組んできました。その結果が、い
わゆる働き方改革につながっていると思
います。最初の取り組みは、2016 年に社
内決裁をスピードアップするために導入
した社内決裁システムでした。現場の社員
が設計変更等の社内決裁を受けるために本
社に出向いたり、判子を押して回付したり
する必要がなくなり、生産性が大幅に向
上しました。現在は、注文書も電子サインが可
能になっているので、以前は１か月以上かかっ
ていたのが今では早ければ半日で工事請負契約
が完了するようになりました。勤怠管理も、全
員に配布している GPS 付きスマートフォンの
アプリで入力するようにして効率化しました。 
村上：完全週休二日制を導入された経緯等につ
いてお聞かせください。
宮部社長：当社では、人材の獲得と育成が重要
な課題だと考えており、若者にメッセージが伝
わりやすいように、新３Ｋ（給与、休暇、希望）
を掲げています。
宮部副社長：従来から現場が若手社員の入社を
望んでいましたが、土曜日に出勤がある会社は
敬遠されます。そこで、2020 年１月から完全
週休二日制をスタートしました。土曜日を休み
にしても工期が伸びないように工夫したり、発
注者との工期延期の交渉を適切に行ったりする
ことなどにより実現できました。それまでの生
産性向上の取り組みも寄与しました。
村上：社員の皆さんの反応はいかがでしたか。
宮部副社長：実施前には、社員の中には納期に
間に合わなくなるなど反対意見があったのです
が、実施後の社内のアンケートでは、ほとんど
の社員が完全週休二日制にして良かったと回答
してくれています。
　月に２回、金曜日に「はよう帰ろう DAY」
も設けています。総務部長の発案なのですが、

「早帰り日」よりも親しみ易い言い方なので社

員に浸透しています。また、育児休暇を取りや
すい環境づくりに取り組んでいるほか、短時間
勤務など多様な働き方も可能にしました。
　また、ベテラン社員講師による若手社員育成
制度「Ｍ’ｓアカデミー」、DX 推進（オンライ
ン決裁システム・出退勤管理・施工管理）、新
３Ｋを実践するためのユーチューブチャンネル
の開設などの取り組みが評価され、令和４年度

「やまぐち働き方改革推進優良企業表彰」で優
秀賞を受賞しました。
　社員には、仕事をしながら趣味の分野でも充
実してほしいと考えており、趣味を持つことを
応援しています。社員の中には、J リーグの審
判員や、ベンチプレスの世界大会優勝者もいま
す。地域に根ざして生活することの良さは、私
生活でも好きなことを続けられる点だと考えて
います。
村上：ワークライフバランスを支援されており、
社員のご家族も喜ばれているでしょうね。

宮部社長 宮部副社長

やまぐち働き方改革推進優良企業表彰
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ドローンを操縦する若手社員

フリーアドレス化された事務室

●若手社員が中心となってＤＸを推進
村上：ドローンや ICT の活用にも力を入れて
いらっしゃいますね。
宮部副社長：生産性向上を図るため、図面の 
３Ｄ化に取り組んでいます。ドローンに搭載し
たカメラやレーザースキャナーで測量して図
面化するため、ドローンを十数台導入し、ICT
建設機械も２台導入しました。20 代前半の若
手社員はドローンの取り扱いを必須としており、
図面の３Ｄ化は若手社員に任せています。
　当社では、ＤＸ推進が目的化しないように気
を付けながら、会社のやり方や風土に馴染むよ
うに新しい仕組みを自分たちで作り上げていま
す。若い経営陣だからこそ、今の若い人たちと
一体感を持ってＤＸ推進や事務所のフリーアド
レス化などに取り組むことができていると思い
ます。
村上：大手企業と連携したＤＸにも取り組んで
いらっしゃいますね。
宮部副社長：昨年、㈱ EARTHBRAIN（小松
製作所、NTT コミュニケーションズ、ソニー、
野村総合研究所の共同出資会社）とパートナー
協定を締結してＤＸ推進に取り組んでおり、地

域で新しいビジネスモデルを作れるような企業
を目指したいと考えています。
宮部社長：建設業界は他の業界に比べて自動化
や IT 化があまり進んでおらず、100 年前から
ほとんど変わっていないとも言えます。就業人
口が減少し生産性向上が求められている中で、
まずは経営者が新しいものを取り入れてチャレ
ンジする姿勢が重要だと考えています。
村上：地域企業ならではの良さと最先端の技術
をうまく融合させる取り組みは、県内の経営者
の参考になると思います。
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まるで IT 企業のような本社事務室にて社員の皆様と（前列左から 3 人目が㈱ミヤベ 宮部智之代表取締役社長、
右から 2 人目が㈱ミヤベ 宮部範久代表取締役副社長、右から 3 人目が㈱山口銀行 村上慎執行役員岩国支店長）

■会社概要
名称：株式会社ミヤベ
設立：1952（昭和 27）年 8 月 28 日
資本金：4,800 万円
従業員数：約 60 名

事業内容： 一般土木工事、民間工事、災害復旧工事、
　　　　　道路の舗装・維持・点検・
　　　　　補修等
本社所在地：岩国市元町 1 丁目 8 番 10 号
ＵＲＬ：https://www.kk-miyabe.net/

●地域貢献の取り組みとして、発達障害児への
支援を計画中

村上：地域貢献にも積極的に取り組んでいらっ
しゃいますね。
宮部副社長：当社が 70 年間事業を続けてこら
れたのは、地域の方々のご理解・ご協力があっ
たからであり、何らかの形で地域に貢献したい
と考えています。地域のお客様も次世代に代わ
っていくことを踏まえて、地元の中学校や高校
を中心に出前授業や職業体験を実施しています。
また、発達障害児への支援を行う㈱三葉様と連
携して、本社近隣の遊休地に「COMPASS 発
達支援センター」の設置を計画しています。岩
国市とも協議をしながら検討を進めており、来
年、建物が完成する予定です。 
　社員や社員の家族を幸せにできたら、次は地
域の皆さんを幸せにしたい、社員や地域の人か

ら「良い会社だね」と言われるような企業にな
りたいと考えています。
村上：宮部社長様、宮部副社長様、本日はイン
タビューにご協力いただきありがとうございま
した。
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